
家畜飼養の基本講座 第３回
『子牛の病気』

日本大学生物資源科学部獣医学科 住 吉 俊 亮

第３回となる今回は、子牛に多い病気とそ

の対策についてお話しさせていただこうと思

います。

親牛に比べ体力のない子牛は、いったん病

気になってしまうと進行が早く、急激に弱っ

て死に至ることもあります。また、たとえ死

に至らなくても、子牛の時期の病気によるダ

メージはその後の成長、そして生産性に大き

な影響を及ぼします。まずは病気にさせない

予防が大切となりますが、不幸にして病気に

なってしまった場合でも、早期発見、早期治

療を目指しましょう。

子牛期に問題となる病気は下痢と肺炎がほ

とんどだと思いますので、この２つをメイン

に進めていきます。

子牛の下痢

Q１ 子牛が元気、食欲はあるのです

が、軒並み下痢をして困っています。

どうすればよいでしょう？

A 下痢の原因はさまざまですが、この

ように元気、食欲はあるが長引くよう

な下痢の多くは、飼養管理に問題があ

ることに起因することが多いように感

じます。まずは子牛を飼っている場

所、管理方法、哺乳方法を見直してみ
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非感染性下痢（管理失宜）
　食餌性：過剰給与、不消化物の給与、不規則給与、
　　　　　過剰飲水
　消化器性：胃内異物、毛球、潰瘍、糜爛
　神経性：ストレス
　環境性：気温、風、湿度

感染性下痢
　ウイルス性：コロナ、ロタ、BVD、アデノ他
　細菌性：腸管毒素性大腸菌、サルモネラ、
　　　　　クロストリジウム他
　寄生虫性：コクシジウム、クリプトスポリジウム

ましょう。

第２回でもお話ししましたが、まず

生まれてなるべく早い時期に十分な量

の初乳を給与することが重要です。ま

た、なるべく子牛にストレスを与えな

いように気を付けましょう。そのため

には寒い時期には寒さ対策を行い、子

牛は乾いた清潔な場所に置いてあげ、

換気を十分に行いつつも 間風は防い

であげましょう。そして暑熱時には直

射日光の当たらない、なるべく風通し

のよい場所に置いてあげましょう。

スペースに限りのある農場もあると思いま

すので、致し方ないのですが、成牛の飼槽の

前、あるいはバーンクリーナーの後ろの通路

に子牛を繋いで飼うことも、

親牛の餌や不潔な物が口から

入り、消化不良による下痢を

引き起こすことがありますの

で、できれば避けたいもので

す。

また哺乳の時間、回数等の

条件はなるべく固定しましょ

う。代用乳は規定の量を規定

の湯量で完全に融解し、給与

時の温度も体温程度（３９℃前

後）になるように調整しま

しょう。給与量を増やす時

も、少しずつ、何回かに分け

て増していきます。

和牛の場合、出生体重や体

格がホルスタインと比べ小さく、胃の容積も

小さいので、特に酪農家の方は受精卵産子和

牛の哺乳の際には注意が必要です。早く大き

くしたい気持ちはわかるのですが、ホルスタ

インと同じ哺乳管理を行うと下痢をすること

が多くなります。日量５００～６００gの代用乳を

２～３回に分けて給与するところから始め

て、ふんの状態を見ながら徐々に給与量を増

やしていきましょう。

また、哺乳に使用する器具の消毒が不十分

だと、細菌が増殖し下痢を起こします。乳房

炎や血乳の牛乳の給与も下痢を引き起こす原

因となります。まずは以上に挙げたような基

本的なところから見直してみましょう。

（図１）下痢の原因
（生産獣医療システム 肉牛編より 一部改変）
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下痢の原因と対処

下痢の原因はさまざまであると先ほどお話

ししました。図１に主な下痢の原因を非感染

性、感染性に分けて示しました。

見ていただくとわかるように、これらは非

常に多岐にわたります。そして下痢は必ずし

もこの中の１つが原因となって発症するので

はなく、いくつかの原因が重なることで発症

することが少なくありません。このことから

現場でふんの状態のみを見て、下痢の原因を

特定することは非常に困難です。ですからこ

こでは下痢の原因の診断、治療についての解

説は割愛させてもらい、実際に生産者のみな

さんが下痢を見つけたときに行うことのでき

る対処、処置についてお話しさせてもらいま

す。

まず薬の投与についてですが、普段下痢の

予防あるいは治療を目的として、生菌剤（ボ

バクチン、ビオスリー等々）および消化酵素

剤（ビオペア、トルラミン等々）を投与して

いる方も多いと思います。生菌剤を投与する

ことにより腸内の正常細菌叢を補強すること

ができ、また消化酵素剤を投与することで下

痢により低下している消化機能を補正するこ

とができます。これらは抗生物質と異なり、

使用上の制限がありませんので、日常的に下

痢の予防対策として用いることができます。

次に寄生虫性下痢の予防、治療です。子牛

の寄生虫性下痢の代表的なものは、やはりコ

クシジウム症でしょう。血便のイメージが強

いですが、ひどい血便が認められたときには

すでに他の細菌による二次感染を起こしてい

ることが多く、サルファ剤に加えて抗生物質

の投与等が必要です。このため予防が重要に

なります。コクシジウム症の予防には現在ト

ルトラズリル製剤（バイコックス、コクシ

トール）があり、１回の投与で４週間位効果

が持続しますし、昔に比べて手間が省けて非

常に便利になりました。投与時期は生後１～

２週間、１ヵ月齢以内が良いと思いますが、

獣医師に相談してみてください。

加えて線虫類の駆虫を行いましょう。これ

もイベルメクチン製剤の外用薬があり、背中

に体重に応じてかけるだけでオーケーです。

これだけやっておけば寄生虫関係の予防は大

丈夫でしょう。

またウイルス性、細菌性の下痢（コロナ、

ロタ、大腸菌、サルモネラ）に対しては、母

牛に分娩前に接種することにより、子牛の下

痢症予防に効果のあるワクチンがあります。

ウイルス性、細菌性の子牛下痢症が多発する

ようなら、状況に応じてワクチンの接種を考

えてもよいでしょう。

（写真１）踏み込み消毒槽 この牧場は入場用と退場用
に分けています。手前の水と人工芝の入った
踏み込み槽で汚れを落としてから消毒薬の
入った踏み込み槽に入ります
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さらに感染性の下痢症の予防対策には感染

源を持ち込まないことが重要となります。牛

舎の入り口、あるいは牛舎内のエリアごとに

踏み込み消毒槽を設置し、感染源の持ち込

み、拡散を防ぐと効果的です。消毒薬は有機

物が混ざると効果が減少してしまいます。踏

み込み消毒槽に入る前には、長靴の汚れをよ

く落としてから入るようにしましょう。

また、牛舎は食べるものがたくさんあり、

居心地がいいのでハトやカラスが多く入って

きます。ハトやカラスは下痢の原因となる細

菌を持ち込むことがあります。対策に苦慮さ

れている生産者の方も多いと思いますが、な

るべくカラスやハトを畜舎内に入れないよう

にしましょう。また以前サルモネラ症が出た

酪農家さんで、牛舎環境を調べたところ、牛

舎内に放し飼いにしていた鶏からサルモネラ

が検出されたということがありました。牛舎

内で鶏やチャボを放し飼いにするのも避けま

しょう。

Q２ 子牛が下痢をしている場合、獣医

師に診察を依頼するか、断乳や経口補

液剤、生菌剤等の投与を行って少し様

子をみてもよいのか、判断する基準を

教えてください。

A 子牛は体力がなく、病状の進行が早

いので、何か異常があれば獣医師の診

察を受けるのが基本ですが、元気で食

欲もあり体温も正常、下痢も完全な水

様便でなければ上記のような処置を

行ったうえで、少し様子を見てもよい

かと思います。しかしふんが完全に水

様である、ふらつきが見られる、１～

２日様子をみたが改善が認められない

といった場合には、早急に獣医師に診

察を依頼しましょう。

Q３ 経口補液剤を使用する際の注意点

はありますか？

A 経口補液剤は、それぞれの製品につ

き指定されている量を微温湯に溶かし

て投与しましょう。ミルクに混ぜて投

与してはいけません。断乳を行わずミ

ルクも給与するときは、経口補液剤と

ミルクは１～２時間程度間隔を空けて

（写真２）このように厳重にネットを張っても、頭の良
いカラスは隙間を見つけて入ってきます。何
か良い対策はないものでしょうか？

（写真３）このような水様の下痢をしている場合は、早
めに獣医師の診察を受けましょう
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環境
　牛床不良・敷料湿潤
　有害ガス
　牛体ぬらし
　気温差・暑熱等

＋
細菌

ウイルス
　RS, Ad7, PI-3,
　BVD, IBR等

＋
細菌

肺炎
慢性化する原因
発見遅延　　
環境　　換気
　　　　牛床
　　　　密度
中途半端な対処

細菌
　マンヘミア
　マイコプラズマ
　へモフィルス等

給与してください。

ヒト用のスポーツドリンク粉末を使

う方も多いですが、ヒト用と牛用のも

のとでは組成がだいぶ異なります。ヒ

ト用は牛用にくらべ電解質含量が少な

く、糖分が多く含まれています。下痢

の症状によっては、十分な電解質を

補ってあげることが難しいかもしれま

せんので、牛用のものを使うことをお

勧めします。

肺炎の原因と対処

子牛で問題となる病気のもう１つが肺炎で

す。肺炎は下痢と異なり初期には病態がなか

なか目に見えないため、気づいた時には手遅

れとなってしまうことがあります。こじらせ

て慢性化すると、肺の悪くなった部位は二度

とよくなることはありませ

ん。このことから肺炎は下痢

よりもたちが悪いと言えます

し、下痢以上に早期発見、早

期治療、そして予防対策が重

要となります。

図２に示しましたが、肺炎

の原因も下痢と同様、非常に

多岐にわたります。そしてこ

の中のいくつかの要素が重

なって発症することが多いこ

とも、下痢と同じです。予防

対策も下痢と共通する部分が

多いので、併せて対策を立て

るようにしましょう。

まずは環境対策で、ストレスの軽減を行い

ます。具体的には冬季の寒さ対策、夏季の暑

熱対策、牛舎の換気、こまめな敷料交換等が

重要となります。肺炎に関しては、早期の対

処が非常に重要となります。少しでもおかし

いと感じたら獣医師に診察を依頼しましょ

う。肺炎に関してもいろいろな種類のワクチ

ンが販売されています。接種にあたっては、

各農場で何が原因の肺炎が、どのような時期

に発生しているのか、子牛への移行抗体の抗

体価等を考慮して、ワクチンの種類や接種時

期を決める必要があります。獣医師に相談し

てみてください。

次回からは育成管理等を予定しています。

（筆者：日本大学 生物資源科学部 獣医学科
獣医産業動物臨床研究室 専任講師）

（図２）肺炎の原因
（生産獣医療システム 肉牛編より 一部改変）
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おらが故郷の経営自慢おらが故郷の経営自慢

平成２９年度全国優良畜産経営管理技術発表会で最優秀賞を受賞した㈱五十嵐ファーム

の経営を紹介します。

地域の概要

㈱五十嵐ファームの所在する鶴岡市は、山

形県北部の庄内平野に位置する日本海に面し

ており、雪深く冷涼な気候が特徴です。

北に鳥海山東に出羽三山（月山・湯殿山・

羽黒山）を望み西は日本海と、景勝の地でも

あります。肥沃な庄内平野に位置し稲作が産

業の中心であり、畜産はそれほど盛んではな

く、養豚は山形県全体でも１０万頭を割り込む

飼育頭数です。

経営・技術の特色等

【養豚を核とした複合経営】

当農場の経営は①養豚②稲作（水稲）③圃

場園芸（アスパラガス生産）の３部門から成

り立っており、それぞれが有機的に機能して

いて、経営を補完し合っています。

しかし経営の柱は養豚で、五十嵐ファーム

の総売上高の９０％を占めています。また利益

率についても平成２４年こそほぼ半々の利益率

でしたが、平成２５年以降は、養豚部門が９０％

を占めてきています。ただアスパラガスも水

稲も養豚から排出される排せつ物を肥料とし

て利用し生産されているため、排せつ物に価

値をつける結果となっており、それぞれが経

営を補完し合う形となっています。

飼料米利用による養豚経営の改善と、
堆肥を利用したアスパラガスを主体とした
野菜の栽培と六次化による経営改善

農林水産大臣賞／株式会社 五十嵐ファーム
（養豚経営・山形県鶴岡市）

山 田 知 二

農場のスタッフ。一番右が経営主の五十嵐一春さん
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【高い農場成績】

養豚経営は昭和３８年に経営主の五十嵐一春

さんの父が母豚１頭から開始、現在は母豚

１０６頭の一貫生産となっています。

昭和６１年に一春さんが就農しましたが、当

時は養豚（母豚６０頭の一貫生産）と稲作の複

合経営でした。一春さんは平成７年新潟県養

豚勉強会「マスターズクラブ」に加入。平成

８年には米国の種豚メーカーである SGI 社

からデュロック種の雄を購入するなどして養

豚部門に力を入れてきました。そして平成１１

年にはオランダから温蕩で室内や床面を暖房

し、インバータによる電気制御で空調管理を

する、当時としてはハイテクの離乳舎を輸

入。新増設して、母豚１００頭一貫生産の体制

にしました。

種豚は平成２５年にオランダ原産の TOPIGS

の PS（F１・国内産）を購入して性能を確認

した後、平成２７年に TOPIGS の GP（純粋豚、

年 次 作目構成 飼養頭数 経営・活動内容
昭和３８年 養豚・水稲 父源一氏が養豚業を開始
昭和５９年 養豚・水稲 一春氏㈱埼玉種畜牧場東北牧場で研修
昭和６０年 養豚・水稲 一春氏㈱埼玉種畜牧場日高牧場で研修

昭和６１年 養豚・水稲 母豚６０頭一貫 一春氏北海道西原ファームで研修後、就農・経営継承。
２１歳

平成７年 養豚・水稲 母豚６０頭一貫 新潟県養豚研究会「マスターズクラブ」加入
平成８年 養豚・水稲 母豚６０頭一貫 米国 SGI 社のデュロックを導入
平成１１年 養豚・水稲 母豚１００頭一貫 離乳舎（オランダのシステム輸入）および肥育豚舎１棟新築
平成１７年 養豚・水稲・アスパラガス 母豚１００頭一貫 アスパラガス生産開始（地域貢献の一助に）
平成２２年 養豚・水稲・アスパラガス 母豚１００頭一貫 養豚経営研究会に参加

平成２３年 養豚・水稲・アスパラガス 母豚１００頭一貫 ㈲サミットベテリナリーサービスとコンサルタント契約、
JASVのベンチマーキング参加

平成２５年 養豚・水稲・アスパラガス 母豚１００頭一貫 TOPIGSPS（F１）３頭（国内産）導入、繁殖豚舎のふん
尿液肥化に成功

平成２７年 養豚・水稲・アスパラガス 母豚１０２頭一貫 TOPIGS の GP３頭をカナダから導入

平成２８年 養豚・水稲・アスパラガス 母豚１０２頭一貫 自家配合工場建設・稼働、イリノイ大学で大豆に関する講
義を受講

経
営
の
概
要

労働力員数
（畜産・2000hr 換算）

家族構成員 １．２人
従業員 ２．０人

種雌豚平均飼養頭数 １０６．０頭
肥育豚平均飼養頭数 １，１５０頭
年間肉豚出荷頭数 ２，７３８頭

収
益
性
所得率（構成員） ３０．３％
種雌豚１頭当たり生産費用 ６２９，８６２円

生
産
性

繁
殖

種雌豚１頭当たり年間平均分娩回数 ２．４９回
種雌豚１腹当たり分娩子豚頭数 １２．７頭
種雌豚１腹当たり子豚離乳頭数 １１．３頭

肥
育

種雌豚１頭当たり年間肉豚出荷頭数 ２５．８頭

肥育豚事故率 ４．０％
（離乳時からの事故率）

肥育開始時 日齢 ８０日
体重 ３５kg

肉豚出荷時 日齢 １６０日
体重 １２０kg

平均肥育日数 ８０日
出荷肉豚１頭１日当たり増体重 １．０６３kg
トータル飼料要求率 ２．８７
肥育豚飼料要求率 ２．４５
枝肉重量 ７８．７kg

販売価格 肉豚１頭当たり平均価格 ３８，１３８円
枝肉１kg当たり平均価格 ４８４．６円

枝肉規格「上」以上適合率 ６５．０％
安
全
性

総借入金残高（期末時） ４３，８８１，６１４円
種雌豚１頭当たり借入金残高（期末時） ４１３，９７７円
種雌豚１頭当たり年間借入金償還負担額 ６１，４８５円

（表１）経営・活動の推移

（表２）経営実績（平成２８年）
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輸入）を購入、自社で PS（F１）を生産し、

成績改善につなげています。

現在 TOPIGS は種豚の３０％以上を占める

ようになってきています。多産系の種豚の導

入と管理改善が奏功して、１母豚当り年間離

乳頭数は２７．６２頭、同肉豚出荷頭数は２７．３８

頭、同枝肉出荷重量は２１６０．２kg で、参加し

ているベンチマーキング７６社の中で３位と

なっています。

図１は一腹当たりの総産子数・生存子豚数

と離乳頭数だが、直近の１年ではそれぞれ

１３．２頭・１２．２頭、１１．５頭となっています。

TOPIGS 導入の効果は２０１４年頃からですが、

一腹当たりの離乳頭数に表れてきています。

母豚１頭当たり年間離乳頭数および出荷頭

数（図２）でも平成２６年頃から２５頭／腹台に

乗り、直近１年（同）ではそれぞれ２７．６頭、

２７．４頭と順調に改善されてきています。

このほかにも母豚１頭当たり枝肉出荷重量

は２１６０kg と、国内の優良生産者が当面の目

標とする２０００kg を超えています。

母豚や子豚を飼育する面積を十分確保する

氏の飼育管理は、生時から出荷までの一日増

体（DG）でも６９４．１gと７００gにせまってい

ます。

また母豚の頭数（規模）も１００頭から大き

く増やしていません（現在１０７頭）が、これ

母豚舎

（図１）繁殖成績

（図２）母豚１頭当たり離乳・出荷頭数
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は、子豚１頭当たりの飼育面積を十分確保

（一般的には、肉豚１頭当たり飼育面積は

０．７～０．８㎡ですが、五十嵐ファームでは

１．５㎡と倍以上）して、健康な子豚を育て出

荷したいがためで、動物愛護の観点から実施

しています。しかし、これが結果的にDG

の改善や、後で述べますが、飼料要求率

（FC）の良さにつながっています。

五十嵐ファームの成績の優秀な点を挙げる

と枚挙にいとまがありません。これは一春さ

んのたゆまない努力によるものですが、種豚

の選択と飼料用米を利用した自家配飼料の栄

養効果などは、各種のセミナーや勉強会など

で勉強してきたことを経営で実践した結果で

す。

【良質堆肥を生産しアスパラガス生産も展開】

集落が入り組んでいる中山間地で養豚を営

むにはそれなりに地域貢献が必要と考え、ま

ず、雇用労働が必要になる作物を生産し雇用

機会を生むこと、そして養豚場の産業廃棄物

であるふん尿を生産物に還元できる循環型農

業を目指すことを目標に平成１７年にアスパラ

ガスの生産を開始しました。その後繁殖豚舎

などから排出される尿を液肥として利用でき

るように発酵させ、アスパラガスと稲作の双

方に利用できるようにしました。このことか

ら、現在、希望者には販売（１５０t 程度）し

ていることもあり、養豚から出るふん尿はた

い肥として利用されていて生産と消費の数量

が丁度バランスが取れているので、一春さん

の目指した循環型農業は推移しています。た

だ、離乳舎のスラリーのうち２５０t 程度は処

理が難しく全農ファームリサイクルセンター

で処理しています。

アスパラガスの生産は、雇用労働を１３人抱

えるほどに成長してきており、氏の営業力と

あいまってアスパラガス・水稲部門で３００万

円程度の経常利益をあげていますが、大半が

アスパラガスの利益です。雇用労働は養豚で

も２人採用しており、現在は、雇用労働は養

豚も含め合計１５人となっています。

【地元の飼料用米を活用】

一春さんは新潟大学の高田先生の論文を読

んだり話を聞いたりして、３０kg 程度の子豚

まではトウモロコシより米の方が発育に優れ

ることを知っていました。折しも農林水産省

が飼料用米の生産を奨励し始めたので、飼料

用米の生産と購入もはじめました。現在は飼

（図３）出荷枝肉重量／母豚

2018.4.15 No.341 畜産会経営情報 Japan Livestock lndustry Association

９



料用米２５０t を鶴岡市農協と２法人から購入

し、飼料全体の３３％配合しています。

飼料用米を利用するには自家配設備の建設

が欠かせなかったので平成２７年に設備建設に

着手、平成２８年から稼働を始めました。肉豚

１頭当たり飼料費は１万３５２５円／頭、売上高

飼料費率は３４．８％と、自家配による飼料用米

の利用が効果を上げています。

TOPIGS の導入や飼料用米の活用と自家配

工場稼働によるコストダウンなどの効果はこ

れから現れます。さらに、図４に示す通り、

種豚（特に雄種豚）の選抜と飼養管理・飼料

設計により飼料要求率の改善が著しく、直近

１年間の肉豚要求率は２．３６とブロイラー並み

です。また、枝肉売価の改善（脂肪の白い、

良質な枝肉ができる）に役立てています。

加えて、庄内平野は米作地帯であり、飼料

用米を活用することによって地域の水稲栽培

の耕作面積維持に貢献することができます。

また養豚協会の青年部長として、青森県に

飼料用米利用の研修ツアーを実施するなど、

国内由来飼料原料の確保を目的として、飼料

用米の活用と普及に取り組んでいます。さら

に庄内地域で検討されている実取りトウモロ

コシ実証試験にも参加し、国産のトウモロコ

シ供給開始の事態にも対応したいとしていま

す。

【食育活動】

豚肉やアスパラガスを幼稚園や小学校の給

食に提供するなどして、地域の食材を大切に

アスパラ生産を支えるスタッフ

飼料用米を３０％以上給与した高品質の豚肉

（図４）飼料要求率の推移
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する、食育の実践に協力しています。

五十嵐ファームのアスパラガスは太く柔ら

かいことに特徴があり、品質の高いアスパラ

ガスを生産し地域内に販売することで温泉街

の食材の一種類として地位を確定し魅力的な

食材として温泉街を訪れる観光客から評価を

受けるなど、食材として地域に寄与していま

す。

地域に対する貢献

生産された豚肉は山形県庄内豚として大手

スーパーに流通していますが、温海温泉では

『あつみ豚』の名称で銘柄化して販売してい

ます。また、アスパラガスも温海ブランドの

一つとして定着してきています。

また、鶴岡市は「ユネスコ食文化創造都市」

として世界２６都市の１都市に認定され、多種

多様な食材の一つとして、五十嵐ファームの

桜美豚を原料としたくん製のハム・ベーコン

が製造され、販売されています。

鶴岡高等専門学校・ぶどう園・ハムメー

カー・精肉店・レストランが共同開発したブ

レンドされた数種類のぶどうのせん定枝のス

モーク用チップをくん煙材として製造された

くん製ハム・ベーコンを開発し流通させるこ

とで地域の食文化の発展と活性化に貢献して

います。

地域雇用の創出にも貢献しており、養豚部

門で２人の従業員（社会保険も充実）、アス

パラガス生産で１３人のパートを雇用していま

す。また、耕作放棄地になりそうな土地を借

り入れてアスパラガスや水稲の生産を拡大し

ているほか、育苗組合や収穫利用組合を結成

して田植えや収穫作業などを共同で行うよう

組織に加入すると同時に、オペレーターなど

の作業を率先して行い、高齢化している中山

間地域農業の担い手の一員として活躍してい

ます。

さらに、農場で芋煮会と焼肉パーティーを

それぞれ１回、計年２回の地域交換イベント

として開催しています。

将来への方向性

養豚を核とした循環型農業を発展させ、地

域に溶け込む畜産会社を目指して営業するこ

とで、後継者も必然とできてくると考えてい

ます。高い能力を持った種豚を導入しました

が、さらにベンチマーキングを活用して、自

社の農場の立ち位置を知り、各種のセミナー

で勉強することで世界に通じる養豚を目指し

ています。

同時に中山間地の不利さはあるものの、循

環型農業を目指すことにより効率的な畜産経

営を確立し経営の安定化を図りたい。

養豚で世界に通じる生産性を上げるには従

業員数に見合った規模の適正化と規模に見

合った農地を考慮し、規模拡大が可能かも視

野に入れ検討していきます。

また、単純に規模を追求するのではなく、

子豚１頭に必要な面積なども考慮しながら、

疾病の少ない、事故率の低い生産が継続でき

るようさらなる向上を目指していきます。

（筆者：日本養豚事業協同組合 参事）
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平成３０年度
畜産特別資金融通事業の実施について

公益社団法人 中 央 畜 産 会
資金・経営対策部

事業の概要

１）事業概要

平成３０年度において、負債の償還が困難な

酪農経営、肉用牛経営または養豚経営に対

し、長期・低利の借換資金（以下「大家畜・

養豚特別支援資金」という。）を融通すると

ともに経営改善指導および債務保証に対する

支援を行う事業が措置されました（貸付期間

は、平成３０年度から平成３４年度までの５年間

となります）。

大家畜・養豚特別支援資金は、経営改善計

画の作成とその継続的な見直しを要件に、償

還困難な既往借入資金（元本および利息）に

ついて、次に掲げる資金を県団体等による経

営指導の下、融通するものです。

⑴ 経営改善資金

毎年の約定償還金のうち償還困難な額の

借り換えを行うのに要する資金で、経営改

善計画を作成→資金貸付→改善のための取

り組み→実績点検→修正計画作成と反復

（ローリング方式）して資金融通を行いま

す。最終年度（平成３４年度）については、

必要な限度で、既往借入資金の一括借り換

えが可能です。

⑵ 経営継承資金

後継者が経営を継承すると認められる経

営について、必要な限度で、既往借入資金

を一括して借り換えを行うのに要する資金

です。

２）推進方針

県団体等は、資金を必要とする者の経営改

善を的確かつ早期に達成するため、次に掲げ

る事項等を考慮し、資金借入者ごとに最も適

切な経営・技術の指導を行います。

また、県団体は、当該都道府県内の本事業

が必要であると思慮される大家畜・養豚経営

体の早期把握に努めるものとします。

⑴ 資金借入者は、生産技術等について課

題を抱えていること等から、要因分析と

当該課題の解決に向けた具体的方法の提

示等を図ること。

⑵ 資金貸し付け後も資金借入者の経営が

安定するまで、経営改善指導を継続する

こと。

事業推進に当たっての留意事項

１）借入希望者の要件等

⑴ 大家畜・養豚特別支援資金の経営継承

資金における借入希望者の要件
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① 経営継承資金は、多額の負債を抱

え、その償還が困難となっている経営

において、このことが要因となって後

継者の経営継続意欲が減退しているこ

とに鑑み、償還困難な既往借入金につ

いて必要な範囲内で一括して借り換え

る資金を長期低利で融通するもので、

後継者によって当該経営の継続が図ら

れることを要件としています。

② 一方、後継者が経営を継承したこと

の具体的な判断基準として、現経営主

（親）と後継者（子）の双方で、当該

後継者が今後経営の主たる従事者とな

ることの取り決め書を徴するととも

に、このことについて融資機関が確認

することとしています。

③ 経営継承資金の借入者名義について

は、現経営主と後継者の連帯債務とす

るよう指導してください。

④ 法人経営を経営継承資金の貸付対象

としません（１戸法人は、実質的に家

族経営と変らないことから貸付対象）。

（要 件）

「現に大家畜（養豚）経営に従事

しているおおむね４０歳以下の後継

者が、経営継承資金の借入年度以

降において当該経営の主たる従事

者となることが認められること」

⑵ 大家畜・養豚特別支援資金の経営改善

資金における残高借換

経営改善資金の残高借換については、

本資金の貸付期間の最終年度（平成３４

年度）に限り、それまでの経営改善指

導との継続性等も考慮しつつ、必要な

限度において借換対象資金の残高借換

を行うことが可能です。

２）大家畜・養豚経営改善計画等

⑴ 経営改善計画については、過大となら

ない単価や数量となっているか、また、

家畜の売却による収入が盛り込まれてい

る場合においては、当該畜産経営の改善

と矛盾してないかを確認してください。

⑵ 資金借入者は、経営改善計画の作成年

度から５年間（都道府県知事等が必要と

認めた場合にあっては１０年以内）にわた

り、毎年度経営改善計画を見直す必要が

あります。

したがって、前年度に資金の貸付けを

受けている者は、本年度の貸付けがなく

ても経営改善計画等を見直すこととなり

ます。

⑶ 見直し計画作成に当たっては、必ず前

年度の経営改善計画と比較し、問題点等

を踏まえ見直し計画を作成するよう指導

してください。

⑷ なお、経営改善計画の達成が困難と

なったと認められる場合、都道府県知事

等が各経営改善計画の承認の取消しを行

うこととされていますので、見直し期間

終了後も、約定償還が滞っている等経営

改善計画の達成が危ぶまれる場合には、

都道府県知事等と協議の上、引き続き計

画の見直しと資金借入者への指導を行う

ものとします。
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⑸ また、県団体等は、経営改善計画等の

達成に向けてどのような助言、指導を

行ったかについて記録を残しておいてく

ださい。

３）融資機関支援計画

融資機関支援計画は、融資機関が資金借入

者の経営改善を早期に実現するため、関係者

と協議しつつ、作成するものですが、経営改

善計画と同様、同計画の見直し期間中、毎年

度見直しする必要があります。

なお、融資機関は、経営改善計画の妥当性

および償還可能性、借入者の経営改善のため

の指導等に係る効果に関する意見を付して、

融資機関支援計画と併せて都道府県知事等に

提出します。

４）審査基準の作成および活用

⑴ 都道府県の審査委員会は、「畜産特別

資金計画書審査基準作成マニュアル」

（平成１８年６月社団法人中央畜産会）を

参考に各都道府県の実情に合った審査基

準を設けることとしています。

⑵ 都道府県知事等は、審査基準に基づい

て資金借入希望者の審査を行うととも

に、事業計画書に係る機構理事長への協

議の際には、経営改善計画に当該審査基

準を添付して提出してください。

なお、審査基準は、都道府県の実情の

変化等を踏まえ、必要に応じて見直しを

図るものとします。

５）貸付利率および利子補給率等

貸付利率、利子補給率等については、農業

近代化資金の基準金利、日本政策金融公庫の

経営体育成強化資金の貸付利率等を基準に設

定することとしています。

しかしながら、経営改善計画の作成等の際

には、貸付時の金利が未定であるため、直近

の金利を参考に経営改善計画の作成指導を

行ってください。

なお、今後の金利動向によって貸付利率等

を見直すことがありますので、借入者の指導

に際しては、この点に留意してください。

基準金利 自助努力 利子補給率 貸付利率

一 般 １．６０％ ０．２５％以上 １．０５％以内 ０．３０％以内

特 認 １．６０％ ０．２５％以上 １．０５％以内 ０．３０％以内

経 営 継 承 １．６０％ ０．２５％以上 １．０５％以内 ０．３０％以内

（大家畜・養豚特別支援資金）
（平成３０年３月２２日現在）

※ 都道府県は、上乗せ利子補給等の自助努力分について、融資機関等地元関係機関と連携し、都道府
県内の負担調整を行ってください
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（（独独））農農畜畜産産業業振振興興機機構構かかららののおお知知ららせせ

区 分 肉専用種（地域算定県を除く） 交 雑 種 乳 用 種

粗収益 （Ａ） １，２３４，３３６ ６５７，５５２ ４３５，３７７

生産コスト （Ｂ） １，２１６，２８０ ７４７，９８４ ４７５，０２２

差 額 （Ｃ）＝（Ａ）－（Ｂ） １８，０５６ △ ９０，４３２ △ ３９，６４５

暫定補塡金単価（Ｄ）＝｜（Ｃ）｜×０．８ － ７２，３００ ３１，７００

補塡金単価（概算払）（Ｄ）－４，０００ － ６８，３００ ２７，７００

（表１）補塡金単価の算定（全国） 単位：円/ 頭

注：平成２６年４月分から、消費税抜きで算定しています。
１００円未満切り捨て

岩手県（日本短角種） 広 島 県 福 岡 県 佐 賀 県 長 崎 県

－ １２，７００ ３７，２００ － ２７，３００

熊 本 県 大 分 県 宮 崎 県 鹿児島県 沖 縄 県

２７，７００ ９９，１００ － ３５，８００ －

（表２）補塡金単価の算定（地域算定県・肉専用種）※ 単位：円/ 頭

注：各県の算定結果です。

肉専用種（地域算定県を除く） 交 雑 種 乳 用 種

－ ５１，２００ ２０，７００

（表３）補塡金単価（概算払）（生産者積立金の納付が免除された事業対象の契約肥育牛）
単位：円/ 頭

注：補塡金交付額に見合う財源が不足する場合等、上記補塡金単価を減額することがあります。

肉用牛肥育経営安定特別対策事業（牛マルキン）
の補塡金単価（概算払）について

［平成30年2月分］
平成３０年２月に販売された交付対象の契約肥育牛に適用する肉用牛肥育経営安定特別対策事業

実施要綱第６の９および附則１０の概算払の補塡金単価について、表１および表２の通り公表しま

した。

また、平成３０年２月に販売された生産者積立金の納付が免除された事業対象の契約肥育牛に適

用する補塡金単価については、表３の通り公表しました。

なお、補塡金単価の確定値については、５月上旬に公表する予定です。
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取り外し可能な子牛の寒さ対策

（公財）中国四国酪農大学校 田中 恵

背景・ねらい
本校は岡山県の北部の蒜山高原にあります。蒜山高原

は夏は涼しく過ごしやすいのですが、冬の冷え込みが強
く、本年１月には－１６℃を記録したほどです。とても寒
い地域であることに加え、哺乳牛がいる育成１牛舎（写
真１）は、牧場内で最も北側にある牛舎であるため、冬
はとても寒く、寒さ対策がとても重要です。

しかし夏場は牛舎内が暑
くなるため、常設の寒さ対策を行うことはできません。そこ
で、冬場のみ、しかも簡単に設置でき、夏季には簡単に取り
外せて、保管にあまり場所を取らない牛の保温設備を作成し
設置しました。これは、単管パイプで仕切られた馬屋に、子
牛のベットの上（天井のフタ）と隣の馬屋との仕切り部分に
ベニヤ板を設置することで、子牛の周囲４面を囲い保温する
ことと、ベットの上にヒーターを取り付け外から熱を与える
ことを目的として作成しています。

作 り 方
①通路側単管パイプに単管クランプネジ止めを設置。（写真３）
②窓枠に角材をはめ込み、柱接合用留め具を設置。（写真４）
③通路から窓までの角材を①と②を用いて固定。
④天井のベニヤ板の下側と通路から窓までの角材の上側に、通路と並行に角材を取り付
け、天井板が前後に動かないようにする。（写真５）

⑤ベニヤ板に２つ穴を開け、そこからチェーンでヒーターを吊るす。（写真６）
⑥ベニヤ板の上のチェーンに紐をつけ、ベニヤ板に打ったビスに結び付ける。（写真７）
⑦側面のベニヤ板に穴を開け、結束バンドで固定する。（写真８）

（写真１）育成１牛舎

（写真２）寒さ対策完成！
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角材
柱接合用
留め具

角材

角材
単管クランプ

（写真３）通路側の角材固定 （写真４）窓側の角材固定

チェーン

角材

ヒーター

（写真５）天井板固定 （写真６）ヒーター設置

天井板の上側 ベニヤ板

チェーン

紐

ビス
結束バンド

（写真７）ヒーターの固定 （写真８）側面のベニヤ板固定

冬が終われば、ヒーターと角材とベニヤ板のみに分けて保管ができるため、コンパクト
に収まります。この方法を実施し始め、冬季の下痢や呼吸器病が減少し、子牛がすくすく
成長しています。

（筆者：（公財）中国四国酪農大学校 教務課主任）
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